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7特集〈歴史のことば　現在のことば〉
生者と死者が夢ともうつつともつかない記憶を手繰りよせ、記憶にかたちをあたえていく。そうしてかたちを得た記憶が夢としてではなく、 きに歴史 よばれたりもする出来事の集積として、虚構のなかに居場所をみ ける。小説の虚構世界を棲み処とする記憶は、夢うつつのあわいを縫うようにして、いまへと召喚される。そして読者はその目撃者として、はじめて他者の記憶 生きることができる。
こうした追体験としての記憶は、だが、なにも近代小説
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8「私は憎しみを共にするのではなく、愛を共にするよう生まれついているのです」とは、古代ギリシアの悲劇詩人ソポクレース作の『アンティゴネー』の中でアンティゴネーが発する印象的な言葉です。彼女の兄弟二人が国の王位をめぐって争い、一方 ポリュネイケースは外国の軍の助けを借りて祖国に攻め入ろうとし、二人は刺し違えて死んでしまいます。新王となった彼女の叔父クレオーンは、この戦死者二人の扱いを区別し、祖国に弓 引いたポリュネイケースの遺体のほうは野ざらしにして、野犬、野鳥が喰らうに任せます。そして、埋葬を禁じ、これを犯 者は死刑に処するとの布告 出します。この措置に敢然と反抗しのがアンティゴネーで、兄の埋葬を試み捕らえられてクレオーンの前に引き立てられてき が、王の糾弾に対 て全く悪びれることなく反論する中で言われた が前述 言
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9特集〈歴史のことば　現在のことば〉
もうひとつ、今度は古代ローマの文学から不死の言葉を
























の影響を受けている」というくらいの意味だが、ゴーゴリの着ているコートの下から小さなサイズの作家たちがぞろぞろ出てくる場面が想像さ て、ちょっと可笑しい。ちなみに『外套』は、苦労し ためたお金で外套を新調し と思ったらたちまち盗られて死んでしまい幽霊になる、 がない役人の物語だ。
ただこのフレーズ、フョードル・ドストエフスキーが言
































































































































































































ラテン語 ポルトガル語 スペイン語 フランス語 イタリア語 ルーマニア語
SCHOLAM escola escuela école scuola şcuolă
表１





























る。老荘思想の原理の半分を語っ ことになる老子は、宇宙の万物発祥について言っている、 「 〈道
タオ
〉が〈一つ〉を生
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いてこそ自分であり、他の誰もそこを歩けぬ、と言っているなら、老子の言いに親和する。その こそはまた、自分というたった〈一つ〉を証す。自分 けがゆく道があって初めて、自分なるニンゲンはそもそも生まれ、 こに在 。しかるのち、自分と世界との関係は始ま 老子も続けて言う。 「次に〈一つ〉は 二 生み、 〈二つ〉は〈三つ〉を生み、 〈三つ〉は万物を生んだ」 。 〈二つ〉 は陰陽つまり天地を表わすとも言われるが、その手前の 一が問題だ。
ともかく。 「われ思う。ゆえにわれ在り」ではない。 「わ





















onk in Italy, 
R
iverside, 1963











































































































ルや自治会運動の かでは、こんな言葉が当たり前のように飛び交っていた。これらは「闘 言葉」であって、その時点の限られた文脈では政治意識が高いことの指標だったのかもしれない。それでも、いま出くわすと、潮が引い岸辺に取り残された海藻み いに、無力 干 び 感じ
で、ちょっと悲しい。岩波新書の『戦中用語集』は、戦時期、つまり昭和一〇年代の生活体験をもとに、若い世代には理解しがたくなった当時の語彙を集めて説明しているがそれと同様な出版企画があの学生叛乱の時代についても可能なのかもしれ い。それに、 『戦中用語 』の著者である三國一朗が選んだ「八紘一宇」と う言葉などは、ごく最近の国会でも堂々と質問に使うタレント議員が出てきて、不幸にも死語になってはいない。それに比べると、むしろもっと近いはずの六〇年代末から七〇年代初めの運動用語は、本当に跡形もなく消えかかって る。
さらにその一〇年前の六〇年安保の時期にも、その時代
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22
使い慣れた言葉に依存しない












なのか。アフガニスタンで英語教育を受けたエリート層にはわかるのかもしれないが、それをアフガンの田舎ではどう表現するのか。国によっては、平和であるこ が民主主義にあたるということを上手く説明 きる場合もあるでしょう。しかし、民主主義とは血と汗でもって勝ち得るもという立場に てば、平和の意味合いも違ってきてしま世界を見渡せば、そのほとんどが後者です。
平和に対する問題意識について、ゼミで研究を行いまし
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
言葉を伝えようとしているのかについて十カ国ほど比較調査する内容です。結果的に、各国によってその捉え方はまったく異なっており、日本は非常に特異だということが分かりました。日本だけが誰かから与えられたような、抽象的なものとして平和が捉えられているの 対し、中国は愛国が平和を意味していたり、韓国では平和が北と南の融和だったりする。アメリカは人権民主主義ですね。そ てほとんどの発展途上国は、独立が平和を意味 たりするのです。
人間の公益を考える私はもともと建築家を目指していましたが、恩師である



























































































焼き型よ 大きかったことは 」と諭す場面がよくみられる。親の意向にそぐわない結婚相手などもって ほか、子は親に従うことが大切だとされる。二〇世紀半ばに書かれた『萎れた花』は、都会に出て苦学する青年 郷里で将来を誓った美しい乙女が、伝統的な価値観に翻弄される悲恋物語である。焼き型よりも くなりそ だったお菓子
は自ら縮こまり、その挙句衰弱して命まで失ってしまう。この物語は一九五四年にフランスから独立後、中等教育のカリキュラムに採り入れられ、国民文学とも言えるほど人々に親しまれてきた。現在でも物語を地でいくような事件がたびたび報道され、焼き型が依然として健全であ ことがわかる。
この焼き型はいつも親とは限らなかった。一九七五〜七
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とは乱れて ないことばがあり、自分 ちは正しいと思っている年寄りが る。しかし「若者ことば」は 昔からあり、いまの年寄りも同じ を言われていた。古 も の
方がより正しいのだとすれば、 「古語」を話す人がいてもいいのだが。
そして「訛ってる」という言い方。訛ってないことばが
あり、そして自分は訛ってない いう前提である。だが「標準語」とされる東京方言のアクセントの変化も激しい。「方言」とされることばのほうが間違いなく昔から存在したので、その意味では一番「訛って」 るのは変化し続ける「標準語」とされることばのはず。 「方言」には、間違った無教養なことばという不当なイメージもつけられた。
この二つに共通する「正しさ」の基準は、間違いなく
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30
近年、 「つながり」という言葉をよく耳にしたり見かけ
たりするようになった。孤立し、育児に悩む母親、無縁社会など、人と人とのつながりが希薄になったことから起こると思われる社会問題も多い。 「つながり」そしてそれに関わるさまざまな問題に、言葉の研究はどのよう 関わっていけ だろうか。
親しさを表現するために日本語を母語として話す人たちは どのような言葉で、
相手への近しい感情を伝え、相手との距離を縮めているのだろうか。日本語は、親しさの言葉を発達させてこ かったと『日本語は親 さを伝えられるか』の中で滝浦真人氏は述べている。敬語は江戸時代まで 身分社会 中で発達し、明治以降、そして現代でもなお依然としてその価値を



















を解決したり、災害時など 人々が助け合える仕組み作りをしたりするための話し合いが行われ、それが新しいつがりの場になっていると思われる。そのような場で行われる話し合いでは、どのようなコミュニケ ションが行われているのであろうか。 『市民の日本語へ
―
対話のための
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